
響一電2九難ジュニア隆ップ塞扇 皐大会要嚢

1 目自毎
日本の将来を担う子どもたちのサッ寿―への興味・謁必な職象 サッカーの技術き理解を向上させる襲

時に、サッカーを通して:嶋を鍛え、リスペクトの精神を黄い、クリニイティプでたくましい人間の育成

を目指臥 その研修の場として本大会を開催する。

サッカーの力で九州をさらに活性化執 全国そ頃 世界に羽ばたしヽてしVする子どもたちを育んでもヽ<こと

を目指す。

※2018年度は、2019年度以降の本大会に向けた∪-12ナリ11ジュニアカップのプレ大会とする

2.茎称
∪-12九州ジュニアカップ2018

3.IEit

∪-12九州ジュニアカップ2018実行委員会

4.壼
T般社国鰤 |サツカー協会、一般社団法人佐賀県サッカー協会 、O籍 フロムワン

5,特別協賛

※調整中

6.膿
中 KPヽQス カバーSAT株式会社 (予定)、 ※その他 調整中

7日程・会場
開催日 :2018年 6月 9日 (土 )、 10日 (日 )
会場 :鳥種中陸上競技場 (予定)/ベストアメニティスタジアム (予0
糠 :2018年 6月 9日 GD 12:3(>υ 鳥極市陸上競技場 (予O
代表者会議 :2018年 6月 9日 (土)1 3iOO― 鳥栖市陸上競技場 (詢

8.参力鰭発

(1)参加チーム1よ 県単位とは 県サッカー協盆選菫の (トレセン)選抜チーム とす乙

(2参加選手は、大会実施年度 」FA第 4種登録を完了した小学6年生の選手とする。
(3)参加選手|よ 健康であり、且翻鰤 意を得ていること。

9参加チームとその数
参加チーム|よ 各県 1チームの計 8チームとする。なお、欠員および増員が生じた場合には大会実行委
員会で協議すみ

. 10、 大会形式

8チームによるトーすメント方式と伝 各チームが4試含行しⅥ贋位を決定す乙
(※10にあるチームの欠増員が発生した場合、実行委員会で協議臥 大会形式を変更の上、速やかに各
県FAに通達するものとするD



無 .謝嗣讃J

大会実施年度 (公員参 霧本サッカー協会「8人制サッた―競技規員JJ Iこよる=

12.緩 避
以下の項目については本大会の規定を定める。

(1)競技のフィールド

フィールドの表面1よ 天然芝とする。サイズ翻 として以下のとおりとする。

フィールドの大きさ :長さ (タッチライ勁

“

懸X幅 (ゴールライン)〔Ю韓

ペナルティーエ1リア :12m
ペナルテイーマーク :8rn

ペナルティーアークの半径 :7m
ゴールエリア :補
センターサークルの半径 :7m

曖)ボール

試含蹴

…

モllyテン「ヴアンタッジオ 駆XЮ キツズ 籍鋼 ユXЮぼ■ 4篭翌③」とする。

(※調整中)

(3);堀支歓分数

競技者の数 :8名 (内 1名はゴ=ルキーパー)

交代要員の数 :4名以上8名以下

(4チーム役員の数
ベンチ入りできるチーム役員の数 :2名以上3名以下

(51塞判員

主塞 1名、補助塞判 1名により行う。

(61テク三カルエリア

鑓 しなしヽ

m競 技者の用具
① ¬
~フ
ォーム 参加チーム|よ 正副 2色のユニフォームを用意すること。用意できない場合の対応は、

主管県サッカー協会が設定する。

② 選手番号 参加選手ごと:こ大会登録された番号を使用す乙

(81試含時間

① 前後半各 20分と臥 ハーフタイムのインターバんは、選手入れ替えに要する時間のみとする。

② 試含時間内に勝敗の決しなしヽ場合はペナルティーキック方式|こより勝誕チームを決定す乙 ペナルティ

ーキック方式に入る前のインターノツリま1分とす乙

③ アディショナルタイムの表示は行わない。

⑨ 競技者の出場制限

① 事故・ケガ等で出場困難になった場合を除き、参蜘選手全員が醜半または後半を通じて出場する

② 前半に出場していない選手は後半に出場す乙 前半で1ま交代して退いた選手は再び出場すること|までき

ない (自由な交代ではない).

③ 同一選手の出易緬 半または後半だけと臥 前後半を通じて出場することはできない。なお、事故・ケ

ガ等で出場困難な選手が発生臥 出場可能な選手が 15人以下になつたときに限り、前後半を通して出場

することを認めるが、大会期間中 1選手 1試含までを原則とす&
(101負傷者の対応

主塞が認めた場合のみ、最大 2名ピッチヘの入場を許可される

13.笹罰


